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Ｈ３０ ３年３回  基礎学力テスト 
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 （７）「１冊ａ円のノ－ト３冊と１本ｂ円のボ－ルペンを 4本買うと」 

 

        ３ａ＋４ｂ 

 

      「１０００円出すとおつりがもらえた。」 

 

       ３ａ＋４ｂ＜１０００ 

 

（８）ｙ＝ｘ＋２の変化の割合は１である。 
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（９） 底面積は 

 

       側面積は 

 

       表面積は   ９π×２＋２７π＝１８π＋２７π＝４５π 

 

（１０）  錯角は等しい。 
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（１２）  垂直二等分線の交点である。 
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２． 

① １．２．３．４．５から二つ選ぶと考える。 
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                                       全部で１０通り 

 

② 

     ５×４×３×２×１＝１２０通り 

 

     さくらとたけしが二人で販売係と並べるかかりになるのは 

     ２×３×２×１＝１２ 

 

 

 

 

③  はじめの値段の２割引で売った個数・・ｘ個 
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３． 

（１）残りの得点はドロップゴ－ルとベルティゴ－ルの得点になるがそれなら３の倍数と 

  なるが１６点も１４点も３の倍数ではない 
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（１）Ｂ（４，ｙ）   ｙ＝２ｘ＋８の上にあるので 
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（２）Ａの座標は ｙ＝２×（－２）＋８＝４ 
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（３）ｙ＝ｋと△ＯＡＢの交点の座標を求める。 
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     底辺は  
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５． 

（１）△ＡＥＦと△ＡＤＨにおいて 

      仮定より ＥＦ平行ＤＨより同位角は等しいので 

               ∠ＡＥＦ＝∠ＡＤＨ 

               ∠ＡＦＥ＝∠ＡＨＤ 

      ２組の角がそれぞれ等しいので 

       △ＡＥＦ∽△ＡＤＨ 

 

 

（２）△ＢＦＣ相似△ＤＨＣ  相似比は１５：５＝３：１ 

 

なのでＢＦ＝３ＤＨ 

 

      中点連結定理より 
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（３）（２）より GE:ED=１：５ 

 

           さて GE:AG＝GE:AE-GE＝GE:ED-GE=１：５－１＝１：４ 

 

           △AGF相似△ADC で相似比は  ４：１０＝２：３ 

                               面積比は            ４：９ 

 

           △EGF：△AGF＝１：４ 

 

           △AGF：△ADC＝４：９ 

 

           △ADC：△ABC=９：２７ 

 

以上により  △EGF：△ABC=１：２７ 


